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授業の題目と概要 

「オセアニアにおける土器文化の諸相」 

オセアニアにおける土器文化の諸相を自然環境との関連においてみてゆく。具体的には、

参加者とともに文献資料を用いて、民族誌、考古、地質鑑定に関する資料を渉猟してデー

タベースを作成し、土器変化の背景を解釈する。 

 

授業の内容と計画 

 1 ：土器文化研究について 

 2～3：オセアニアの地域環境の多様性 

 4～5：オセアニアの土器作りを巡る社会背景 

 6～9：オセアニアの土器文化・データベース作成（ミクロネシア） 

10～13：オセアニアの土器文化研究・データベース作成（メラネシア） 

 14～15：オセアニアの土器文化の地域的特性の検討 
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他、民族誌資料多数 

 

成績評価基準 

 平常評価 

その他の留意事項 

 受講生には土器文化の一般的知識を有することを条件とする 

 


